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№ 181 

【様式２】 

エントリー学校名： 
福岡県久山町立久原小学校 

活動名：  
主体的に学ぶ校内研修（12文字以内）  
メンタリングによる研修を通して（16文字以内） 

解決すべき課題︓小学校では，過労死ラインの残業をしている教諭が 33.5%おり，若年教諭を育てる余裕
がなく，研修のための新たな時間確保が難しい。これまでの研修では，研究主任が研究主題を設定し，その
検証授業として年１回の授業公開を行っていた。しかし，本校では若年教諭が増えており，超過勤務の現状
を改善する視点からも研修方法を見直す必要があった。そこで，一人ひとりが自分自身の授業に関する課題と
向き合い，勤務時間内で主体的に授業改善を図る研修体制に転換する必要がある。 
目標・方針：これまでの全員が集まって研修をする方法を一旦やめて，自己管理型の研修にする。それぞれ
の教員の授業に関する課題に応じて，即効性のある研修を工夫していく。具体的には，スキルや経験が少な
い人（メンティ）がスキルや経験が豊富な人（メンター）と双方が合意の上でペアを組み，授業公開を通して
授業改善を図るメンタリングによる研修を設定する。授業公開日や教科領域については，それぞれのペアで相
談して自由に設定できるようにする。授業前の事前検討会から授業後の反省会もペアで進めていくようにする。 

活動内容︓まず，指導案の代わりになるメンタリングシート（資料１）を開発した。次に，具体的な手立てを
設定するための課題選択シート（資料２，３）を開発した。メンタリングによる研修では，授業前にペアで相
談してメンタリングシートを作成して全職員に配付し，授業公開した。基本はメンティが公開するが，示範とし
てメンターが公開することもあった。事前に授業公開日と教科をアナウンスするので，先生方は自分が見たい授
業を気軽に参観した。授業後は，メンタリングシートをもとに反省会を行い，メンタリングシートを書き上げ全職
員に配付した。このサイクルを自分が納得いくまで，或いは学びたい教科領域毎に何度も授業公開を行った。 
活動の成果：まず，自分でメンターを指名できること，何度も授業ができること，自分の課題に応じて教科
領域を選べることについて，多くの先生方から好評で，積極的に授業公開を行っていた。本年度授業公開し
ていない教科領域は家庭科だけであった。また，特に若年教員は，授業の基本から学べるので，即効性のあ
る研修だったようである。さらに，自分より年齢の若い教諭をメンターとして指名するメンタリングも行われた（写
真２）。この研修では，先輩であるメンティの授業について後輩のメンターが指導助言をするので，後輩のメン
ターは事前に相当勉強し，やりがいと責任感をもってメンタリング研修を進めていた。「先輩に何か言うとなるとめ
ちゃくちゃ勉強しました」という感想を多く聞いた。このように，若い先生も人を指導する経験を通して成長すると
いうことが明らかになった。本研修は，メンティもメンターも双方が成長する研修であると言える。 
アピールポイント（アイディアや工夫）︓ 
○本研修では，これまで家庭科以外の全ての教科・領域が授業公開されている。また，第１回の学級会が
授業公開されたように，普段中々見ることのできない授業を参観することもできた。 
○コロナ禍の現在でも１学期から全職員が授業公開を行っており，コロナに影響されない研修である。 
○本研修では，若い先生を，指導してもらって育てることと，人に指導する機会を設けて育てることの両輪で
育成することができる。 

資料１：メンタリングシート                 資料２：課題選択シートＡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

               写真１：メンタリングの様子 
 
資料３：課題選択シートＢ 
 
 
 
 
 
 
                                写真２：年齢構成が逆転したメンタリングの様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
  




